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令和３年度 特別の教育課程の実施状況等について 

 

   栃木県  

学 校 名 管理機関名 設置者の別 

足利市立山前小学校    足利市教育委員会 公立 

 

１．特別の教育課程を編成・実施している学校及び自己評価・学校関係者評価の結果公表に

関する情報 

学 校 名 自己評価結果の公表 学校関係者評価結果の公表 

足利市立山前小学校 https://www.city.ashikaga. 

tochigi.jp/soshiki/a95/ 

https://www.city.ashikaga. 

tochigi.jp/soshiki/a95/ 

  

 

２．特別の教育課程の内容 

（１）特別の教育課程の概要 

   本市全小学校において、平成１５年度より取り組んできた英会話学習の内容と外国語

活動・外国語科の内容を関連づけた独自の年間指導計画を作成し、「話すこと」「聞くこ

と」に特化した指導を行うことで、英語によるコミュニケーション能力の育成を図る。   

必要となる教育課程の基準の特例については、「【教育課程特例校】特別の教育課程

の実施状況等について（足利市）」を参照。 

 

３．特別の教育課程の実施状況に関する把握・検証結果 

（１）特別の教育課程編成・実施計画に基づく教育の実施状況 

   ○・計画通り実施できている 

   ・一部、計画通り実施できていない 

   ・ほとんど計画通り実施できていない 

 

（２）保護者及び地域住民その他の関係者に対する情報提供の状況 

   ○・実施している 

   ・実施していない 

 

（３）自校における評価 

   令和３年度「学校評価」における「外国語及び外国語活動」の評価は、４段階で以下 



の通りである。 

教師と児童、児童同士での活動を通して、楽しく取り組む様子が見られていた。普段、交

流の少ない友だち同士においても外国語での会話や活動を通して、自分の考えや思いを伝え

たり、外国語の表現に慣れ親しんだりしながら、活動をする様子が見られた。英会話をしな

がらのゲーム的な活動は、児童にとってとても効果的であった。ゲームを取り入れたり、年

中行事の内容を取り入れたりすることで、主体的に取り組むことができたと思われる。 

 

（４）学校関係者による評価 

  ＜児童＞ 

「英会話学習に関するアンケート」から  （抽出 5年生）   

１ 英語で話す力がついたり、英語で楽しく会話したりできるようになった。   

かなりできた  まあまあできた あまりわからない  

 45.45%      50.00%   4.55%  

２ 「英語チャレンジ DAY」では、ALT、EAAの先生方と英語で話す時間があった。  

けっこうあった  少しあった  あまりなかった  

 45.45%      45.45%    9.00%  

３ 外国（主にアメリカ）の生活について、どんなことを覚えていますか。   

・外国の食べ物、食事のスタイル（日本との違い） ・有名な場所、建物、イベント 

・アメリカの学校の 1日の日課    ・ランチを持参する  ・ティータイム 

・登下校の時の乗り物を利用する様子  ・日本との生活の違い  など 

４ 英会話学習で、どんな活動をしてみたいですか。      

  ※主なもの       

・いろいろな ALT、EAAの先生方と英語で話してみたい。 ・いろいろな国の言葉 

・外国の子と実際に伝え合いたい        ・いろいろな国のことを知りたい   

・英会話だけで 1日過ごすこと         ・英会話をしながらの遊びやゲーム  

       指導の方針        具体策 評価 

 外国語を通して、言語や文化について体験

的に理解を深め、外国語の音声や基本的な表

現に慣れ親しむようにする。 （知・技） 

 英語の音声、発音、リズムを習

得させる。（教師と子ども、子ども

同士での活動を通した学び合い） 

3.39 

 身近で簡単な事柄について、外国語で聞い

たり話したりして自分の考えや気持ちなど

を伝え合う力を養う。  （思・判・表） 

 コミュニケーションを行う目的

や場面、状況などに応じて、学習

した表現を使って、自分の考えや

気持ちなどを伝えさせる。 

3.22 

 外国語を通して、言語やその背景にある文

化に対する理解を深め、主体的に外国語を用

いてコミュニケーションを図ろうとする態

度を養う。         （主体性） 

子どもたちにとって興味や関心

のある年中行事を積極的に取り上

げるようにする。 

3.50 



 

・外国の遊び    ・英語チャレンジデーを続けて         他 

 

    児童へのアンケート結果からの傾向をみると、英会話を楽しみ、また、慣れ親しむことが

できていると思われる。また、外国語や異文化への関心も高まってきていると思われる。 

 

 

  ＜保護者＞ 「保護者アンケートから」 

 

① 英会話学習により、お子さんの、英語で話す力が育ってきた。  

 

 (よくあてはまる        だいたいあてはまる         あまりあてはまらない   あてはまらない)     

 
 

 

② 英会話学習により、お子さんは英語に慣れたり、 

親しんだりすることができるようになった。 

 

(よくあてはまる        だいたいあてはまる         あまりあてはまらない   あてはまらない)  
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【傾 向】  

「よくあてはまる」「だいた

いあてはまる」までを考える

と、およそ半数の保護者の

方々が、“英語で話す力”が育

ってきていると回答されて

いる。 

【傾 向】“英語に慣れ、親し

む”ことは、足利市が英会話学

習を始めた当初からの指標で

あり、「よくあてはまる」「だい

たいあてはまる」を合わせて

６６％と、３つの設問の中で

は一番高い評価である。しか

し、どの学年にも「あまりあて

はまらない」「あてはまらな

い」との評価もあるので、今後

の課題としてとらえ、授業改

善につなげたい。 



③ 英会話学習により、お子さんは外国の言葉や文化に 

関心をもつようになった。 

(よくあてはまる        だいたいあてはまる         あまりあてはまらない   あてはまらない)  

 

 

４． 実施の効果及び課題 

  ＡＬＴやＥＡＡの先生方との交流を通して、外国語や外国の文化についての学習が効果的

に実施できたと思われる。子どもたちは、ＡＬＴやＥＡＡの先生方の効果的なパフォーマ

ンスや、体験的な活動を取り入れた授業展開の工夫により、楽しく活動をすることができ、

英語への「慣れ・親しみ」がより深まっている。多くの児童に「英語で話したい」「学んだ

英語を使いたい」という思いも見られ、実施の効果が見られている。  

 保護者の意識としても、半数以上の方々が、「英語で話す力」が育ってきていると感じて

おり、また、英語に「慣れ・親しむ」こともできていると感じているようである。 

英会話学習で得られる交流活動は、多くの外国籍児童のいる本校にとっても大変効果的

な取組でもあると考えられる。言葉や文化を理解することで、人権感覚も磨かれていくと

思われ、今後も大切にしていきたい取組である。 

 しかし、保護者の中には、英会話学習を通しての「英語への慣れ・親しみ」は、「あまり

あてはまらない」と感じられている方々も見られるので、英会話学習の家庭への啓発とい

う点でも、今後、取組の工夫をしていきたいと思う。 

５．課題の改善のための取組の方向性 

子どもたちへの指導においては、興味・関心をもちながら主体的に取り組めるように、

そして、自分の考えや思いを、外国語を通して表現できるように（話す力）、更に、言語や

文化についての理解が深まり、より一層外国語に慣れ・親しめるように、担任とＡＬＴ・

ＥＡＡの先生方との連携や授業展開の工夫等をしていきたいと考えている。令和３年度か

らは、児童一人一台のタブレットもあるので、必要に応じて、有効に活用をしていきたい。 

国際理解や、グローバル化が唱えられている昨今、保護者の方々には、学校における英

会話学習の取組を発信し、啓発をしていくことも大切と考えられる。学校公開、授業参観

等で、英会話学習の取組を積極的に参観いただいたり、学年部会等で、活動について紹介

したりすることも考えていきたい。 
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【傾 向】 全学年で「よく

あてはまる」「だいたいあて

はまる」を合わせると５

９％である。言葉や文化を

理解することで、人権感覚

も磨かれていくと思われ

る。今後も力を入れたい活

動である。また、英会話学習

の時間に限らず、道徳科や

社会科の時間においても、

機会をとらえて“国際理解”

の大切さを学ばせたいと考

えている。 


